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株式曹社日本計器製作所販売委託代理店(総代理店）
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能性に満ち溢れているというお話に、無限の広がりを

研究。

と思いますが、その全てが新たな創造物を生み出す可

なるまでには数え切れない程の試行錯誤や失敗がある

｢失敗は目的に合わなかっただけであり
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厳密に言えば失敗ではありません。

そして失敗は必ず後に生きてくるのです」
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お話は、実に興味深いものでした。一つの技術が形に

１

清水“実験計画書をきちんと普く”と

いうことです。綿密な実験計画書を作成

して計画を立てないと、研究・開発工程

において人様にご迷惑をおかけすること

になりかねませんので、実験計画書をき

ちんと作成していました。結果が予測と

大きく異なる場合もあります。そして研

究・開発段階での失敗は、記録に残され

ない場合が殆どです。しかし私は、失敗

したことも記録として残すのが大切だと

考えています。失敗は目的に合わなかっ

ただけであり、厳密に言えば失敗ではあ

りません。それを別の分野に転用でき

る可能性も大いにあるわけですからね。

メーカーが既存の業務とは畑違いの分野

に蒜手した場合、それは過去の失敗を活

かしていることも多いのです。当社では

試験依頼を極力お受けし、常にピエゾポ

ンプの改善に取り組んでいます。

三ツ木改善に改善を重ねることが可能

性も広げるのでしょうね。益々のご活躍

を期待しています。

（取材／２００９年１月）
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｢日本計器製作所」の総代理店として、ピエゾポンプの販売を手掛けてい

る「エヌ・エス商事｣。同社を牽引する清水社長は、ピエゾポンプの開発

やＢｉ（ビスマス）系高温超電導体を使った円筒形の磁気シールド容器の

開発に携わるなど、研究・開発畑一筋に歩んできた。最先端技術を駆使し

て、新たな創造に尽力する社長に、三ツ木清隆氏がお話を伺った。

三ツ木早速ですが、こちらでは今ピエ

ゾポンプを取り扱っていらっしゃると

伺って参りましたが、そのピエゾポンプ

とは、どういったものなのでしょうか。

清水ピエゾポンプとは、電圧、周波数、

波形等の電気信号を調節することで様々

な流体吐出が可能なポンプです。広い流

量レンジと流量域で高精度が得られま

す。流量は、瞬時に立ち上がり、また瞬

時に止めることが可能で、液だれの心配

もないんですよ。極微少量の吐出も可能

で、下方、横方向、真上など様々な方向

へ吐出･飛滴できます。液種も、水や油、

有機溶剤、酸（硫酸、硝酸)、アルカリ

など多岐に亘る液種に対応しています。

私はこのピエゾポンプの開発に携わって

きまして､当社は現在､「日本計器製作所」

の総代理店として販売を進めているんで

す。

三ツ木清水社長は、他にも開発に携わ

られているものがあるとか。

清水はい。旧科学技術庁の金属材料技

術研究所、日本計器製作所、三井金属か

ら成るグループが開発した、Ｂｉ（ビスマ

ス）系高温超電導体を使った円筒形の磁

気シールド容器の開発にも携わっていま

す。人間がすっぽり入る大きさで、脳の

;機能障害の診断を行える装置。現在３号

機まで完成しており、実用化されれば

様々な脳障害に対応できるでしょう。

三ツ木今後様々な分野に改革を起こ

す、そんなお仕事に携わっておられるの

ですね。清水社長はどういった経緯で、

研究・開発に携わられるように？

清水現在の仕事にたどり着くまでには

様々な仕事を経験しており、その中で測

定器メーカーで心電計など多岐にわたる

研究･開発に鵬わることができたのです。

磁気回路など、時代の蛾先端技術に触れ

たことにより、貴重な経験を積むことが

できました。

三ツ木研究・開発では、どのような点

を大切にされているのでしょう。

国際ジャーナル１２７

｢常に時代の最先端技術に携わっておられる清水社長の

海鐘香ｊＫＩＦ室で 面霞






	file022a
	file022.pdf
	file022_2
	file022_1.pdf


